
8 推進体制・評価方法
●１ 計画の推進体制　 ●２ PDCAサイクルによる評価・検証　 ●３ 評価指標・数値目標

7 施策・事業
●１ 施策展開の基本的な考え方 ●２ 施策一覧 ●３ 事業一覧
●４ 施策展開図 ●５ 階層による施策・事業の整理 ●６ 事業内容

6 目標・評価指標
●１ 計画目標

市内各所から市中心部へのアクセスを効率
的・効果的に確保する

地区内における生活・移動をより便利に
する

地区間や市内外への移動の利便性を維持・
向上する

年齢やライフステージ、身体状況等によら
ず、市民が必要な移動ができるようにする

誰もが安心・快適に移動できるようにする

交通サービスを将来にわたり提供できるよ
うにする

●２  計画目標ごとの評価指標・目標達成の
方向性

1

2

3

4
5
6

5 基本的な方針
●１  府中市地域公共交通計画の基本的な

方針
誰もが自由に移動ができる
・交通弱者の移動が確保された公共交通
・若者や子育て世代も移動しやすい公共交通
・来訪者も円滑に移動できる公共交通

まちづくりと連携した
・福祉や観光などの他分野と連携した公共交通
・まちの変化や新たな拠点と連携した公共交通
・デジタル技術の発展と連携した公共交通

持続可能な地域公共交通
・財政負担が適正化された公共交通
・市民、事業者等と協働でつくる公共交通
・脱炭素社会の実現に寄与する公共交通

●２  本市の地域公共交通のあるべき姿の
イメージ

4 府中市の地域公共交通の問題点と課題
●１ 府中市の地域公共交通の課題
●２ 問題点と課題
⑴ 市中心部への移動に関する問題点と課題 ⑵ 地区内の移動に関する問題点と課題
⑶ 地区間・市内外への移動に関する問題点と課題 ⑷ 公共交通の利用環境に関する問題点と課題

3 府中市の地域公共交通の現状
●１ 府中市の概況 ●２ 地域公共交通の現状
●３ コミュニティバス事業の評価・検証 ●４ 市民の移動実態

2 上位計画と国・東京都の方針
●１ 府中市の上位計画における都市像 ●２ 国・東京都の地域公共交通に関する方針

1 序論
●１ 地域公共交通計画の意義 ●２ 府中市地域公共交通計画の概要
●３ 府中市地域公共交通計画の全体像

府中市の地域公共交通の問題点と課題4
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本市の地域公共交通の現状、コミュニティバス事業の評価・検証、市民の移動
実態等を踏まえ、問題点から解決すべき課題を設定しました。

なお、問題点と課題については、公共交通の特性を踏まえ、市中心部、地区内、
地区間・市内外への移動と公共交通の利用環境の４つの視点に分類し、整理して
います。

区分 市中心部への移動 地区内の移動 地区間・市内外への移動 公共交通の利用環境

例

■鉄道駅
■バス停留所
■公共交通情報
■案内表示
■その他の環境

課題一覧

⑴　市中心部への移動に関する課題
鉄道・路線バス・コミュニティバスの重複解消に向けた役割分担が必要課題１

移動ニーズの多様化に合わせたコミュニティバスの見直しが必要課題２

中心市街地内の回遊性を高めるための検討が必要課題３

⑵　地区内の移動に関する課題
日常生活圏域内の公共交通の利便性が低い地域が存在課題４

交通弱者の日常生活を支える交通サービスが必要課題５

市縁辺部を中心に公共交通空白地域・不便地域が点在課題６

⑶　地区間・市内外への移動に関する課題
最寄り駅までの公共交通の利便性が低い地域が存在課題７

市縁辺部において隣接市の商業施設までの交通サービスが不十分課題８

広範囲から利用が見込まれる施設が市中心部以外にも立地課題９

⑷　公共交通の利用環境に関する課題
鉄道駅のバリアフリー化やバスの待合環境などの改善が必要課題10

利便性向上に向けた情報集約やデジタル技術活用の検討が必要課題11

脱炭素社会の実現に向けた取組の検討が必要課題12

自転車の利用環境の改善に向けた取組の検討が必要課題13

１　府中市の地域公共交通の課題１　府中市の地域公共交通の課題
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府中市の地域公共交通の課題図
本市の地域公共交通の課題が、どの地域や公共交通を対象としているかを図示した結果は、下の
図のとおりです。
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⑴　市中心部への移動に関する問題点と課題

鉄道・路線バス・コミュニティバスの重複解消に向けた役割分担が必要課題１

問　題　点
市内には多くの公共交通サービスが展開さ
れている一方で、鉄道、路線バス及びコミュ
ニティバスの運行区間が重複している箇所が
あります。
また、路線バスとコミュニティバスの運賃
体系が異なるため、重複区間において、路線
バスとコミュニティバスが利用者を取り合う
など、公共交通ネットワークとしての持続性
に課題がある運行となっています。
さらに、コミュニティバスのみが運行して
いるエリアと路線バスのみが運行しているエ
リアを比較すると、サービス水準（運行間隔、
中心部までの所要時間など）に差が生じてい
ます。

課　　　題
鉄道、路線バス及びコミュニティバスの役
割分担により重複を解消し、持続可能性を確
保するとともに、市内各所から市中心部に向
かう公共交通のサービス水準や運賃体系の検
討が必要です。

一部の区間では、コミュニティバスと路線バスが
同区間を走行している状況があります。

図：コミュニティバスと路線バスのカバー圏域

２　問題点と課題２　問題点と課題
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移動ニーズの多様化に合わせたコミュニティバスの見直しが必要課題２

問　題　点
府中駅周辺には多様な都市機能が集積して
おり、府中駅にアクセスすることで様々な用
事を済ませることができる都市構造となって
います。
一方で、コミュニティバスにおいては、住
宅地を細やかに運行していることから遠回り
が生じ、府中駅周辺への速達性が低下してい
るルートが見られます。
また、コミュニティバスは、府中駅発着を
基本としていますが、府中駅周辺を日常的に
利用していない地域もあります。
さらに、コミュニティバスに対する市の負
担額は増加傾向にあり、人件費・燃料代の高
騰などにより今後も運行費用が高まることが
予想されます。

課　　　題
コミュニティバスにおいては、一部の移動
ニーズに対応できていないことから、府中駅
発着の必要性を検証するほか、財政上持続可
能な事業とするため、コミュニティバス運行
の効率化が必要です。

（千円）

図：コミュニティバス運行事業の収支状況の推移

中心市街地内の回遊性を高めるための検討が必要課題３

問　題　点
本市では、市全体の活力の向上を図るとと
もに、その核として魅力とにぎわいを創出す
る府中市の「顔」にふさわしい中心市街地を
形成するため、府中市中心市街地活性化ビジョ
ンを策定しています。
この中で、中心市街地活性化に向けた課題
として、「回遊性の創出」が挙げられています。

課　　　題
「回遊性の創出」のために、公共交通におい
ても、中心市街地内の移動の利便性向上に向
けた取組の検討が必要となります。

中心市街地の活性化に向けて
「回遊性の向上」が必要！

府中市中心市街地
活性化ビジョン
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⑵　地区内の移動に関する問題点と課題

日常生活圏域内の公共交通の利便性が低い地域が存在課題４

問　題　点
日用品の買物や通院等については、日常生
活圏域内での移動が多く見られ、鉄道駅周辺
が生活の中心となっている実態があります。
一方で、日常生活圏域内の買物先・通院先
までの公共交通の利便性が低い地区が存在し
ています。
また、市民の移動手段は「徒歩」「自転車」
が大半を占めていますが、今後、高齢化が進
行すると、これらの移動手段が使えない方の
増加が懸念されます。

図：日用品の買物先

課　　　題
公共交通の利便性が低い地区の日常生活圏
域内において、商業施設や医療施設までの移
動を支える交通サービスの検討が必要です。

高齢化の進行に合わせた日常生活圏域内の
交通サービスの検討が必要です。

図：日用品の買物に行く際の交通手段

交通弱者の日常生活を支える交通サービスが必要課題５

問　題　点
市民の大半は、日常生活で徒歩や自転車に
より自由に移動することができていますが、
高齢者、子育て世代、障害者等のいわゆる交
通弱者は、近所のスーパー等への移動が困難
になるなどの状況があります。

課　　　題
交通弱者の買物や通院を支える交通サービ
スの検討が必要です。

高齢者、子育て世代、障害者の方にとっては、
近所への移動も難しい場合があります。
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市縁辺部を中心に公共交通空白地域・不便地域が点在課題６

問　題　点
市縁辺部において、公共交通空白地域・不
便地域が点在しており、買物などで自家用車
の利用割合が高い傾向にあります。

図：公共交通空白地域・不便地域
（鉄道駅800mバス停300m）_非可住地除く

青：公共交通空白地域（鉄道駅800m・バス停300ｍ圏外）
紫：�公共交通不便地域（鉄道駅800m圏外・片道30本未

満のバス停300ｍ圏内）

課　　　題
公共交通空白地域・不便地域の移動ニーズ
を見極めた上で、交通サービス提供の検討が
必要です。

図：自家用車利用比率（日用品の買物）

＜公共交通空白地域・不便地域（300m）＞
課題4や課題5を踏まえ、各公共交通機関の発着する場所に徒歩での行きやすさを考慮し、鉄道駅
300m圏外並びにバス停300m圏外又は片道30本未満のバス停300m圏内で公共交通空白地域・不便地
域を抽出すると、以下のようになります。
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⑶　地区間・市内外への移動に関する問題点と課題

最寄り駅までの公共交通の利便性が低い地域が存在課題７

問　題　点
市外への移動手段は、鉄道利用が主となっ
ていますが、自宅から最寄り駅まで、路線バ
スやコミュニティバスがアクセスしていない、
運行本数が少ない地域が見られます。

課　　　題
当該地域において、最寄り駅までの公共交
通での移動の利便性を検討する必要がありま
す。

⑶ 地区間・市内外への移動に関する問題点と課題

課題７ 最寄り駅までの公共交通の利便性が低い地域が存在

課題８ 市縁辺部において隣接市の商業施設までの公共交通サービスが不十分

市外への移動手段は、鉄道利用が主となってい

ますが、自宅から最寄り駅まで、路線バスやコミ

ュニティバスがアクセスしていない、運行本数が

少ない地域が見られます。

問題点

当該地域において、最寄り駅までの公共交通で

の移動の利便性を検討する必要があります。

課題

市の縁辺部では、買物のため隣接市へ移動し

ている実態も見られますが、隣接市まで移動す

るための公共交通サービスが不十分である地域

が存在しています。

問題点

府中市周辺を運行している他市のコミュニティ

バスなどで、市域を越えた路線の検討や協議を行

う必要があります。

また、隣接市で策定を予定している地域公共交

通計画と調整しながら、本市と隣接市間の公共交

通の利便性向上を検討する必要があります。

課題

一部エリアでは、市外への買物移動に対応する公共交通サービスが不足しています

押押立立エエリリアア

ミニバス
西路線ルート

調調布布市市

隣隣のの市市へへ日日用用品品のの買買物物にに行行けけるる交交通通ササーービビススがが不不足足

一部の地域では、隣接市への買物移動に対応する公共交通サービスが不足しています。

市縁辺部において隣接市の商業施設までの公共交通サービスが不十分課題８

問　題　点
市の縁辺部では、買物のため隣接市へ移動
している実態も見られますが、隣接市まで移
動するための公共交通サービスが不十分であ
る地域が存在しています。

課　　　題
府中市周辺を運行している他市のコミュニ
ティバスなどで、市域を越えた路線の検討や
協議を行う必要があります。
また、隣接市で策定を予定している地域公
共交通計画と調整しながら、本市と隣接市間
の公共交通の利便性向上を検討する必要があ
ります。

⑶ 地区間・市内外への移動に関する問題点と課題

課題７ 最寄り駅までの公共交通の利便性が低い地域が存在

課題８ 市縁辺部において隣接市の商業施設までの公共交通サービスが不十分

市外への移動手段は、鉄道利用が主となってい

ますが、自宅から最寄り駅まで、路線バスやコミ

ュニティバスがアクセスしていない、運行本数が

少ない地域が見られます。

問題点

当該地域において、最寄り駅までの公共交通で

の移動の利便性を検討する必要があります。

課題

市の縁辺部では、買物のため隣接市へ移動し

ている実態も見られますが、隣接市まで移動す

るための公共交通サービスが不十分である地域

が存在しています。

問題点

府中市周辺を運行している他市のコミュニティ

バスなどで、市域を越えた路線の検討や協議を行

う必要があります。

また、隣接市で策定を予定している地域公共交

通計画と調整しながら、本市と隣接市間の公共交

通の利便性向上を検討する必要があります。

課題

一部エリアでは、市外への買物移動に対応する公共交通サービスが不足しています

押押立立エエリリアア

ミニバス
西路線ルート

調調布布市市

隣隣のの市市へへ日日用用品品のの買買物物にに行行けけるる交交通通ササーービビススがが不不足足

一部の地域では、隣接市への買物移動に対応する公共交通サービスが不足しています。一部の地域では、隣接市への買物移動に対応する公共交通サービスが不足しています。
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広範囲から利用が見込まれる施設が市中心部以外にも立地課題９

問　題　点
市内には、広範囲からの利用が見込まれる
施設（東京都立多摩総合医療センター、府中
市生涯学習センター等）が市中心部以外に点
在しており、市内各所からそれらの施設への
移動ニーズが一定程度あります。
しかしながら、例えば、多摩総合医療セン
ターでは、府中駅からの路線バスによるアク
セス性は高い一方、当該路線の通らない地域
からでは、直接的なアクセス性が高くない状
況です。
また、生涯学習センターは、コミュニティ
バスが運行しているものの、夜間の利用に対
応できていない現状があります。

府中市生涯学習センター

課　　　題
市中心部以外の主要な拠点に対するアクセ
ス性の向上と需要に応じた公共交通サービス
の検討が必要です。

東京都立多摩総合医療センター
（出典：東京都立病院機構ホームページ）

課題９ 広範囲から利用が見込まれる施設が市中心部以外にも立地

表：コミュニティバス多磨町ルートの利用区間（コミュニティバス利用者アンケート結果）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

府
中
駅

中
央
文
化
セ
ン
タ
ー

幸
町
二
丁
目

ル
ミ
エ
ー

ル
府
中

府
中
三
郵
便
局

富
士
見
通
り
東

天
神
町
二
丁
目

府
中
市
美
術
館

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

府
中
の
森
公
園

市
民
聖
苑
前

芸
術
劇
場

東
府
中
駅

府
中
工
業
高
校

人
見
街
道
入
口

浅
間
山
公
園
入
口

若
松
防
災
セ
ン
タ
ー

紅
葉
丘
文
化
セ
ン
タ
ー

多
磨
霊
園
表
門

霊
園
東
通
り
南

多
磨
葬
祭
場
前

多
磨
町

1 府中駅 1 5 5 5 36 3 2 2 3 3 5 12 13 8 5 6 4 118

2 中央文化センター 1 1 1 2 5

3 幸町二丁目 0

4 ルミエール府中 0

5 府中三郵便局 2 2

6 富士見通り東 5 1 1 7

7 天神町二丁目 2 1 1 4

8 府中市美術館 2 2

9 生涯学習センター 37 37

10 府中の森公園 2 2

11 市民聖苑前 0

12 芸術劇場 2 1 3

13 東府中駅 3 1 1 2 1 1 3 1 8 1 3 1 2 28

14 府中工業高校 1 1 1 3

15 人見街道入口 2 3 1 6

16 浅間山公園入口 4 4

17 若松防災センター 12 10 1 23

18 紅葉丘文化センター 11 4 1 16

19 多磨霊園表門 8 1 2 2 2 1 16

20 霊園東通り南 4 2 1 7

21 多磨葬祭場前 6 1 1 1 9

22 多磨町 5 1 1 1 1 1 1 11

108 3 5 5 0 8 6 0 38 3 0 3 26 8 6 8 21 17 15 5 9 9

降車バス停

合
計

乗
車
バ
ス
停

合計

府中駅で乗車した 人のうち、 人（約 割）が府中

市生涯学習センターで降車している。

市内には、広範囲からの利用が見込まれる施

設（東京都立多摩総合医療センター、府中市生

涯学習センター等）が市中心部以外に点在して

おり、市内各所からそれらの施設への移動ニー

ズが一定程度あります。

しかしながら、例えば、多摩総合医療センタ

ーでは、府中駅からの路線バスによるアクセス

性は高い一方、当該路線の通らない地域からで

は、直接的なアクセス性が高くない状況です。

また、生涯学習センターは、コミュニティバ

スが運行しているものの、夜間の利用に対応で

きていない現状があります。

問題点

市中心部以外の主要な拠点に対するアクセス性

の向上と需要に応じた公共交通サービスの検討が

必要です。

課題

府中市生涯学習センター 東京都立多摩総合医療センター

表：コミュニティバス多磨町ルートの利用区間（コミュニティバス利用者アンケート結果）
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⑷　公共交通の利用環境に関する問題点と課題

鉄道駅のバリアフリー化やバスの待合環境などの改善が必要課題10

問　題　点
公共交通におけるバリアフリー化の必要性
が高まっている一方、令和４年度末時点でホー
ムドアが整備された市内の鉄道駅は１駅のみ
であるなど、バリアフリー環境の整備が十分
とはいえません。
また、住宅地等のバス停においては、利用
者が快適に待てる環境が不足しています。

課　　　題
バリアフリー化や待合環境の改善により、
公共交通利用者の更なる安全で安心な利用環
境の整備を促進することが求められます。

利便性向上に向けた情報集約やデジタル技術活用の検討が必要課題11

問　題　点
市内の公共交通の時刻表や運行ルート等は、
各事業者のホームページ等で見ることができ
ますが、市の公共交通として捉えた際には、
情報が分散しています。
また、労働人口の減少などを踏まえ、公共
交通分野においてもDX（デジタルトランス
フォーメーション）を進め、公共交通の利便
性を高める取組が必要となっています。

＜MaaS（マース）＞
地域住民や旅行者一人一人の移動ニーズに
対応して、複数の公共交通やそれ以外の移動
サービスを最適に組み合わせて検索・予約・
決済等を一つのサービスとして提供するもの
です。
観光や医療等の目的地における交通以外の
サービス等との連携により、移動の利便性向
上や地域の課題解決にも資する重要な手段と
なるものです。

課　　　題
オープンデータ化を推進し、MaaS（マース）
や自動運転など新たな技術を活用した方策を
調査研究しながら、公共交通の利便性の改善
を図る必要があります。

出典：国土交通省ホームページ「日本版MaaSの推進」
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脱炭素社会の実現に向けた取組の検討が必要課題12

問　題　点
本市では、令和３年11月にゼロカーボンシ
ティを表明し、脱炭素社会の実現に向けて具
体的な取組の検討を行っています。
しかしながら、市の縁辺部では、公共交通
が利用しづらく、CO2排出量が増加する一因
である自家用車の利用率が高くなっています。
さらに、電気自動車などの次世代自動車が
普及し始めていますが、充電設備の整備等に
問題が生じています。

EVバス（出典：ビーワイディージャパン株式会社ホームページ）

課　　　題
鉄道やバスなどの公共交通は、一度に多く
の人を輸送できるとともに、比較的CO2排出
が少ない交通手段です。
段階的に自家用車から公共交通利用へ転換
を図るとともに、交通事業者による次世代自
動車導入などの検討が必要です。

燃料電池バス（出典：トヨタ自動車株式会社ホームページ）

自転車の利用環境の改善に向けた取組の検討が必要課題13

問　題　点
市民の約半数が日用品の買物において自転
車を利用しています。
一方で、市民アンケート調査では、回答者の
約２割が「自転車の走行環境が悪い」と回答し
ているほか、都内で発生した交通事故で自転車
が関与している割合が年々増加しています。

課　　　題
自転車の安全な利用環境の実現に向けた検
討が必要であるほか、自転車の交通ルール、
マナーに関する啓発が必要です。

表：市内の自転車の交通事故発生状況の推移（平成28年から令和３年まで）

課題 脱炭素社会の実現に向けた取組の検討が必要

課題 自転車の利用環境の改善に向けた取組の検討が必要

燃料電池バス（出典：トヨタ自動車株式会社ホームページ）ＥＶバス（出典：ビーワイディージャパン株式会社ホームページ）

本市では、令和３年１１月にゼロカーボンシ

ティを表明し、脱炭素社会の実現に向けて具体

的な取組の検討を行っています。

しかしながら、市の縁辺部では、公共交通が

利用しづらく、ＣＯ２排出量が増加する一因で

ある自家用車の利用率が高くなっています。

さらに、電気自動車などの次世代自動車が普

及し始めていますが、充電設備の整備等に問題

が生じています。

問題点

鉄道やバスなどの公共交通は、一度に多くの人

を輸送できるとともに、比較的ＣＯ２排出が少な

い交通手段です。

段階的に自家用車から公共交通利用へ転換を図

るとともに、交通事業者による次世代自動車導入

などの検討が必要です。

課題

市民の約半数が日用品の買物において自転車

を利用しています。

一方で、市民アンケート調査では、回答者の

約２割が「自転車の走行環境が悪い」と回答し

ているほか、都内で発生した交通事故で自転車

が関与している割合が年々増加しています。

問題点

自転車の安全な利用環境の実現に向けた検討

が必要であるほか、自転車の交通ルール、マナ

ーに関する啓発が必要です。

課題

出典：府中市交通安全計画（交通事故統計表（累月報）（警視庁）、区市町村別各種事故発生状況（警視庁交通総務課））

表：市内の自転車の交通事故発生状況の推移（平成２８年から令和３年まで）

出典：府中市交通安全計画（交通事故統計表（累月報）（警視庁）、区市町村別各種事故発生状況（警視庁交通総務課））
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